
症例11

・年齢・性別 30代・男性
・採取部位 左顎下腺
・採取方法 穿刺吸引細胞診
・標本作製方法 直接塗抹
・臨床情報 3年前から左顎下部の腫瘤を自覚。

増大傾向の為、近医から当院へ紹介受診。
・画像所見 超音波：直径20mm大、境界明瞭。

MRI：境界明瞭だが辺縁不整、
T1強調像で低信号。

出題者：小野寺清隆（千葉大学医学部附属病院病理部）
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症例11 ⑥



第１選択 ミラノシステム診断区分

１．不適正
２．非腫瘍性
３．意義不明な異型（AUS)
４．良性腫瘍
５．良悪性不明な腫瘍（SUMP）
６．悪性疑い
７．悪性



第2選択 推定組織型

１．正常腺房細胞
２．多形腺腫
３．ワルチン腫瘍
４．粘表皮癌
５．唾液腺導管癌


